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CEATEC史上初、宇宙をテーマとした「宇宙共創パビリオン」を展開 

宇宙産業と多様な産業をつなぐ共創から、新たな事業と未来社会を創造 

 

 

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA：代表理事／会長 新野 隆 日本電気株式会社取

締役 会長）は、2026年 10月 13日(火)より 4日間、幕張メッセ（千葉県千葉市）にて開催す

る国内最大級のデジタルイノベーション総合展「CEATEC 2026」（主催：JEITA）において、

アビームコンサルティング株式会社の協力のもと、CEATEC 史上初となる宇宙をテーマとし

た主催者特別企画「宇宙共創パビリオン」を展開することを発表しました。 

 

近年、宇宙技術はロケットや人工衛星などの宇宙開発にとどまらず、衛星測位・通信・観測

データの活用を通じて、防災、モビリティ、通信、インフラ、製造業など幅広い産業分野への

展開が進み、社会課題の解決や新たな価値創出への期待が高まっています。こうした宇宙技術

の社会実装をさらに加速するためには、宇宙産業だけでなく、多様な産業との連携・共創が不

可欠です。 

 

本パビリオンには 5社/団体が参画し、それぞれの先進的な技術や取り組みを発信するととも

に、CEATEC に参画する自動車、製造、通信、インフラ、IT など多様な産業との接点を創出

します。企業間の技術交流や官民連携を促進し、宇宙技術の社会実装や新たな事業・市場の創

出につなげることで、日本の宇宙産業のさらなる発展を目指します。 

 

さらに、会期中には特別企画として、「Society 5.0 へむけた宇宙技術と展望」と題したコン

ファレンスを開催予定です。月面・深宇宙探査など人類の新たなフロンティアへの挑戦や、衛

星測位・通信・観測技術の社会実装について、宇宙関連企業等の登壇者が議論します。 
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＜宇宙共創パビリオン特別企画「Society 5.0へむけた宇宙技術と展望」＞ 

月面や深宇宙など、人類の新たなフロンティアへの挑戦を支える宇宙技術。その可能性は宇

宙空間にとどまらず、デジタルツインや防災など、地上の社会課題の解決や新たな価値の創出

へと広がっています。 

 

本コンファレンスでは、こうした未来を切り拓く日本企業の先進的な技術や取り組み、その

先に描く将来展望を紹介します。宇宙への挑戦から地上の社会変革まで、宇宙技術が社会や産

業をどのように変えていくのか、Society 5.0の実現に向けて日本企業が描く未来を発信します。 

 

■日時 

10月 15日(木) 15:00～16:00 

■会場 

幕張メッセ 国際会議場 301会議室 

■登壇企業（五十音順） 

NEC、シャープエネルギーソリューション株式会社、富士通株式会社、三菱電機株式会社 

■モデレータ 

アビームコンサルティング株式会社 

 

※コンファレンスの内容、登壇者、プログラム等は現時点での予定であり、今後変更と 

なる場合があります。 

 

 

 

  



 

 一般社団法人電子情報技術産業協会

https://www.jeita.or.jp/ 

Japan Electronics and 
Information Technology 
Industries Association 

 宇宙共創パビリオンの参画事業者／団体・テーマ（企業名順（五十音順）） 

 

アビームコンサルティング株式会社 

テーマ： 

Tech to Biz, Tech to Market 

～産業連携による実装アプローチ～ 

概要： 

産業連携によるテクノロジーの実装、ビジネス創出の事例をご紹介 

みちびきを活用したドラレコのデータ実証 

衛星測位技術のモビリティ分野への実装・新たな市場創出に向けて、

ドラレコメーカーやロードサービス企業と共同で取り組んだ事例 

 

 

 

 

Space BD株式会社 

テーマ： 

宇宙ビジネス参入へ向けたプロの伴走支援と、 

ノウハウを凝縮した人材育成プログラム「HURDLES」 

概要： 

宇宙ビジネス参入への関心が高まる一方、「何から始めるべきか」「人

材・ノウハウがない」という声が増えています。衛星打上げ支援実績

アジアNo.1や、ISS（国際宇宙ステーション）利用の実証など宇宙

活用支援実績を多数持つ Space BD が、第一歩に最適な導入プログ

ラム「HURDLES」をご紹介。内閣府「宇宙スキル標準」準拠の基礎

編から実機演習まで網羅し、プロの伴走と実践的なコンテンツで知

識や人材の不安を解消。スムーズな参入を実現します。 

 

 

 

富士通株式会社 宇宙ビジネス戦略推進チーム 

テーマ： 

衛星搭載AIと海上地上局が実現する即時型意思決定支援 

概要： 

富士通は、衛星搭載センサー、衛星搭載AI処理、衛星運用サービス、

海上地上局を組み合わせ、観測データを現場で活用できる情報とし

て迅速に届ける、即時型の意思決定支援の実現に取り組んでいます。

衛星上で必要な情報を抽出し、海上地上局により受信機会を拡大す

ることで状況把握を早め、防災・減災や海洋DX、環境モニタリング、

インフラ管理における迅速な意思決定を支援します。 

 

 

 

Manufacturo株式会社 

テーマ： 

設計・製造DXによる次世代のものづくり 

従来のMESを超えた統合製造管理プラットフォーム 

概要： 

SpaceX 出身者達のナレッジをベースに宇宙産業を始めとする複雑

な製造を支援するクラウドソリューションを開発しました。新しい

技術により部品が進化し、設計変更が頻発し、様々な不適合（不具合）
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 宇宙共創パビリオンの参画事業者／団体・テーマ（企業名順（五十音順）） 

が発生する中で、プロトタイプ開発と複数のスペックの本番機の製

造が並行して行われています。このような現場に適応し効率＆品質

向 上 を 支 援 す る 統 合 製 造 管 理 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

『MANUFACTURO』のデモをご覧ください。 

 

 

三菱電機株式会社 

テーマ：  

宇宙と地球をつなぎ、未来社会を共創する技術 

概要： 

小型アンテナ、衛星搭載用オンボード計算機、フルデジタルビームフ

ォーミングなどの次世代宇宙インフラ技術に加え、深宇宙探査や地

球環境解析の研究成果をご紹介します。宇宙関連の技術とデータが、

防災、通信、環境保全などの社会課題解決にどのように貢献し、新た

な価値を創出するのかをご提案します。 

 
 

 

 


